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　近年、脳活動から得られる情報を、医療現場や教育、マーケティング、自動車の運転支援などに活かす
試みが注目されている。脳活動を無侵襲的に計測する方法の一つである光トポグラフィ装置は、従来、
測定用のレーザ光源を設置した100kg 以上の装置本体と、頭部に装着する機器との間を光ファイバで
接続する必要があり、被験者の測定環境に制約を与えていた。2007年 5月 22日、譁日立製作所 基礎
研究所は、日常生活における脳活動の計測に向け、総重量約1kgの携帯可能な光トポグラフィ技術を開
発したと発表した。小型化のため、額の部分に装着する計測部に、レーザ光源と光検出器を一体化するこ
とによって接続用光ファイバを不要とした。また、光信号処理に「時分割方式」と「ロックイン技術」
を併用することで小型化と高感度検出を両立させた。試作装置では、無線通信機能により、同一事象につ
いて同時に最大で24人分の被験者の脳活動を計測することが可能である。
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　近年、脳活動から得られる情報を医療現場や教
育、マーケティング、自動車の運転支援などに活
かす試みが注目されている。2007 年６月に閣議決
定された長期指針「イノベーション 25」でも、脳
型情報処理技術の開発、脳の認知機能や発達機構、
情動の発達機能の解明など、脳活動の解明が研究
目標に掲げられている。
　光トポグラフィ法は、脳活動を無侵襲的に計測
する方法の一つで、近赤外分光法（NIRS：Near‐
infrared spectroscopy）の原理を応用している。そ
の原理は、頭皮上から近赤外線を照射し、脳の局
所的な血流変化を捉えることで脳活動を可視化す
る、というものである。脳活動の可視化には、他
にPET（陽電子放出断層撮影）、fMRI（機能的磁
気共鳴イメージング）、MEG（脳磁図）などがあるが、
他の測定法と比較して光トポグラフィ法は、簡便
性に優れていることが特長である。
　従来の光トポグラフィ装置は、測定用のレーザ
光源を設置した装置本体と、頭部に装着する機器
との間を光ファイバで接続する必要があり、脳活
動を計測するには、100kg以上の重い本体装置を移
動させなければならず、被験者の測定環境に制約
を与え、日常生活では用いることは困難であった。
　2007 年５月 22日、譁日立製作所 基礎研究所は、
日常生活における脳活動の計測に向け、携帯可能
な光トポグラフィ技術を開発したと発表した。試
作装置は、頭部に装着する計測部が 400g、身体に
装着する本体装置が 630g と、総重量約１kgとい
う軽量化を実現した（図表）。
　今回の小型・軽量化の最大の要因は、光ファイ
バを取り除き、不要な光学システムを排除したこ
とである。具体的には、額の部分に装着する計測
部にレーザ光源と光検出器を一体化し、前頭前野
の活動を計測する計測部内に光源と検出器を８個
ずつ内蔵することにより、本体装置との接続用光
ファイバを不要とした。
　光トポグラフィ法では、複数の光源からの光信
号を区別して受光する必要があるが、今回、回路
規模と消費電力を抑制するため、光源を時間差に
よって切り替え、信号を区別する「時分割方式」
を採り入れた。時分割にすると光検出器の受光感
度が損なわれ、十分な受光感度が得られない恐れ
があるが、光源を高速に点滅させることにより、
これに同期した信号のみを検出する「ロックイン
技術」を併用することで、小型化と高感度検出を
両立させた。
　本体装置は計測部の制御とデータを蓄積すると
ともに、無線通信機能を内蔵しているため、外部
のPCにて複数の測定データの表示および解析がで
きる。試作装置では、同一事象について、同時に
最大で 24人分の被験者の脳活動を計測することが
可能である。
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